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酸処理段を Psa処理に転換する方法が用いられるようになってきた。また，Psa処理によって O3と ClO2の添
加量を削減できることが確認されている。 




最終 ISO白色度は 86.0%となった。Psa添加率 0.2%では，3.4のカッパー価減少で粘度が 10.9 mPa·s減少
した。一方，添加率 0.5%の Z漂白では，2.6のカッパー価減少で粘度が 12.5 mPa·s減少した。すなわち，
Psa処理は，カッパー価減少と粘度の関係で示される選択性の点で，Z漂白よりも良いことを明らかにした。 
 また第三章で，Z段の代替として Psa処理を用いる TCF漂白あるいは少量の ClO2を用いる ECF漂白につ
いて検討を行い，ユーカリ材とアカシア材前加水分解クラフトパルプの漂白のための O-Psa-Ep-Psa-Epおよび
O-Psa-Ep-D シーケンスを提案した。その結果，O-Psa-Ep-Psa-Epシーケンスは O-Psa-Z-Epよりも良い結果を
与え, ISO白色度は 87.3-88.3%，粘度は 5.1-6.0 mPa·sとなることを示した。O-Psa-Z-Epでは ISO白色度が
83.1%で粘度は 5.4 mPa·sであった。TCF漂白の可能性については，より品質のよい原材料を用いて検討す
る必要がある。一方，ECF漂白の O-Psa-Ep-Dシーケンスでは，ISO白色度 88.1%で粘度 7.3 mPa·sのパル




される汚染抑制対策の一つとして，Psaを用いる TCF漂白と ECF漂白の新しい改良方法を提案した。 
 
               審   査   の   要   旨 
 本論文は，インドネシアの紙パルプ産業の現状と環境対策について概説し，産業と地域社会の持続的発展の
ために，広葉樹材溶解パルプの製造法として，モノ過硫酸を用いる完全無塩素漂白法，および少量の二酸化塩
素を用いる無塩素漂白法を提案している。新規で有用な科学的知見と信頼性のある方法が示されており，イン
ドネシアにおける紙パルプ産業への貢献が期待できる。 
 平成28年1月27日，学位論文審査委員会において，審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験を行
い，本論文について著者に説明を求め，関連事項について質疑応答を行った。その結果，審査委員全員によっ
て合格と判定された。 
よって，著者は博士（生物資源工学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
